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2024年より、シャローム東久留米で傾聴ボランティアをしてくださっている、杉本様を 

ご紹介します。 

 

・ボランティアのきっかけは何ですか？ 

西東京市主催の「傾聴ボランティア講座」を受講したことがきっかけです、講座では専

門家による講義がありました。その後、「きずなの会」という傾聴ボランティアグループに

所属され、市内の高齢者施設にて活動されてきました。傾聴のボランティア歴は 20 年以上

になるそうです。 

 

・ボランティアで楽しいことは何ですか？ 

 ご利用者様がお話しくださる、子ども時代のこと、若いころにはあった習慣、昔の道具

などが大変興味深いです。あっという間にボランティアの時間（約 1 時間）が過ぎ、帰り

支度をしていると「またね」「ありがとう」「元気になったら、お散歩に行きましょうね」

と声かけくださることが、本当にうれしいです。 

 

・ボランティアをしていて大変なことは何ですか？ 

 一つは、やはり Covid19 の流行でした。相次いで施設

訪問ができなくなり、皆さまにお会いできなかったこと

が残念でした。その後少しずつ再開されましたが、マス

ク越しの対話となり、お伝えくださっているのに、その

方の表情を読むことが難しく、コミュニケーションが大

変だな、と感じることがあります。 

 

いつも、ご利用者様の「話したい」いう気持ちを「待っ

て」、そして、時間をかけてお話を引き出してくださる、

杉本様です。今日も、目の前にいらっしゃる方に言葉と

表情で「お会いできてうれしい」とお伝えくださいます。 

 

 

 

ボランティア委員会 発行 


